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さる 

文化 九 年 —— 申年の 正月 十八 日の 夜で ある。 その 夜 

も 四ッ半 (午後 十一 時) を 過ぎた 頃に、 ふたりの 娘が 

江戸 小石 川の 目白 不動 堂 を 右に 見て、 目白 坂から 関 口 

駒 井町 の 方角へ 足早に さしかかった。 

おとわ 

駒 井町 を ゆき 抜ければ、 音 羽の 大通りへ 出る。 その 

おまかな い 

七 丁目と 八丁 目の 裏手に は 江戸 城の 御 賄 組の 組 屋敷 

が ある。 かれら は 身分 こそ 低い が、 みな 相当に 内福で 

あったら しい。 今 ここへ 来 かかった 二人の 娘 は、 その 

賄 組の 瓜 生長 八の 娘お 北と、 黒 沼 伝 兵衛の 娘お 勝で、 



それ を 不思議 そうに 見送って いると、 二人のう しろ 

から 草履の 音が きこえて、 五十ば かりの 男が 提灯 を さ 

げて 来た。 彼 は 通り過ぎよ うとして 見返った。 

「御 組 屋敷 のお 嬢さん 達 じ や あ 一 J ざいません か」 

声をかけられて、 二人 も 見 かえると、 男 は 音 羽の 巿 

みずひき や 

川屋 という 水引 屋の 職人であった。 ここら は 江戸 城に 

勤めて いる 音 羽と いう 奥 女中の 拝領 地で、 音 羽の 地名 

は それから 起こった ので あると 云う。 その 関係から 昔 

は 江戸 城の 大奥で 用いる 紙 や 元 結 や 水引の たぐい は、 

この 音 羽の 町で もっぱら 作られた と 云い 伝えられ、 明 



感じられた。 

「蝶々 は どっちの 方へ 飛んで 行きました」 と、 源 蔵 は 

また 訊いた。 

「お 寺の なかへ ：：： 」 

「ふうむ」 と、 源 蔵 は 窺うよう に 墓地の 方を視 いたが、 

そこに は 何 かの 枯れ葉が 風に そよ ぐ 音ば かりで、 新ら 

しい 墓 も 古い 墓 も 闇の 底に 鎮まり 返って いた。 

ひょうしぎ 

提灯の 火が 又 ひとつ あらわれた。 拍子木の 音 もき こ 

えた。 火の番の 藤 助と いう 男が ここへ 廻って 〔# 「廻つ 

て」 は 底本で は 「廻って 匕 来たので ある。 三人が ここに 

立ち 停まって いるの を 見て、 藤 助 も 近寄って 来た。 



茶の間へ 来て、 母の まえに 手 をつ いた 娘の 顔 は 蒼 

かった。 

「お前、 どうした のかえ」 と、 母のお 由 は 怪しむ よう 

に 訊いた。 

「いいえ、 別に …… 」 

「顔の 色が 悪い よ」 

「そうです か」 

白 い 蝶が 若 い 娘た ち を 気味 悪が らせ たに は 相違な 

かった が、 お 北 自身 は 顔の 色 を 変える ほどに 脅かさ 

れて もい なかった。 彼女 は 却って 母に 怪しまれ たの を 

S しむく らいであった。 しかし、 まんざら 覚えの ない 



い 蝶が 飛び あるく。 それ はお 勝らが 見た のと 同じよう 

に、 普通の 物より やや 大きい 白い 蝶で、 それが 舞い込 

んだ 家に は 必ず 何 かの わざわいが ある。 多く は 死人 を 

出す と 云う ので ある。 

「お 母 さまが どうして そんな 事 を 御存じな のでし よ 

う」 と、 お 北 は 又 訊いた。 〔# 「。」 は 底本で は 「匕 

「それ はね」 と、 お 勝 は 更に 説明した。 「四、 五日 前に 

白魚 河岸のお じさんが 御 年始に きた 時に、 お 母 さまに 

たんさく 

話した ので …… 。 八丁 堀で も 内々 探索して いるの だ そ 

うです」 

白魚 河岸 のお じさんと 云う の は 黒 沼の 親類で、 姓 を 



吉田 といい、 白魚の 御 納屋に 勤めて いる。 吉田は 土地 

の 近い 関係から、 八丁 堀 同心ら とも 知合いが 多い ので、 

その 同心の 或る 者から 白い 蝶の 秘密 を 洩れ 聞いたら し 

リゅぅ f ん 

い。 してみ ると、 まんざら 無根の 流言と も 云えない 

ので あるが、 伝 兵衛は 飽くまで も それ を 否認して いた。 

彼 はこん な ことまで 云った。 

「白魚 河岸が そんな 出たら め を 云う のか。 さもな けれ 

ひま 

ば、 この頃 はお 膝元が 太平で、 八丁 堀の 奴ら も 閑で 困 

る もんだ から、 そんな、 詰まらない 事 を 云い 触らして、 

忙 がしそう な 顔 をして いるの だ。 ばかばかしい」 

こう一 と 口に 云って しまえば それ迄で あるが、 白魚 



に 出て 行った。 四ッ (午前 十 時) 頃に、 父の 長 八 は 交 

代で 帰って きたが、 これ も 娘の 顔 をみ て 眉 をよ せた。 

「お 北、 おまえ は 顔色が よくない よう だぞ。 風邪で も 

引いた か」 

父から も 母から も 風邪 引きに 決められて しま つ た。 

お 北 はとうとう 寝床に はいる ことにな つた。 下女のお 

秋 は 音 羽の 通りまで 風邪薬 を 買いに 出た。 

お 北 は 実際す こし 熱が あると みえて、 床に はいると 

直ぐにう とうとと 眠った が、 やがて 又 眼が さめる と、 

茶の間で お 秋が 何事 を か 話して いる 声が きこえた。 お 

秋が 小声で 母と 語って いるので あるが、 襖 ひとえの 隣 



しく 無い ので あるが、 それに 怪しい 蝶の 一件が 絡んで 

いる だけに、 二人の 病気に は 何 かの 因縁が あるよう に 

思われないでも なかった。 

うち 

「家のお 父 さま はね」 と、 お 由 は 又 云った。 「ああい う 

人 だから、 今度の ことにつ いて 別に 噓だ とも 本当 だと 

も 云わない けれど、 わたし はなんだ か 気になって …… _ 

もしゃお 前が 悪く でもな つて は 大変 だと、 内々 案じて 

いたの だが、 この 分 じ や 仔細 も 無 さそう だ。 それにし 

て も、 お 勝さん の 見舞な がらお 隣り へ 行って、 おまえ 

も 確かに その 蝶々 を 見た と 云う こと を、 小父さんに 話 

して 来なければ なるまい。 わたし はこれ から ちょっと 



「それ は 仕合わせで したな。 家の 娘 はま だ この 通りで 

…：- J 

「御 心配です ね」 

そんな 挨拶 をして いるう ちに、 主人の 黒 沼 伝 兵衛が 

奥から 出て 来た。 

「長さん。 こっちへ 来て くれ」 

長 三郎を 自分の 居間へ よび 入れて、 伝兵衛 はしず か 

に 云い 出した。 

「若い者の 手前、 まことに 面目の ない こと だが、 ゆう 

ベ は 少し 失策 を やった よ」 

「どんな ことです か」 



うち 

たの だ。 ところが、 おとといの 晚は 家のお 勝 も 見た。 

お前の 姉さん も 見た と 云う。 まだ それ ばかりでなく、 

あの 水引 屋の …… 職人の 源 蔵 も 見た と 云う。 源 蔵 は 正 

直 者で、 むやみに 噓を 云うよう な 男で もない。 してみ 

ると、 これに は 何 か 仔細が あるら しく 思われる。 就い 

て は、 物 は 試し だ。 わたし は 今夜、 目白 坂の 辺へ 行つ 

て、 果たして その 白い 蝶が 飛ぶ かどう か を 探索して み 

ようと 思う の だが、 どう だ、 お前 も 一緒に 行って みな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

さち 

その 頃の 若侍の あいだに は 「胆 だめし」 と 唱えて、 

あるいは 百 物語 を 催し、 あるいは 夜 ふけに 墓場へ 踏み 



込み、 あるいは 獄門 首の 晒されて いる 場所 をたず ねる 

などの 冒険め いた 事が しばしば 行なわれ ていた。 伝 兵 

衛が長 三郎を 誘った の も、 その 意味で ある。 長 三郎の 

かよって いる 剣術の 道場で も、 これまで 往々 に そんな 

催しが あつたが、 彼 はま だ 十五 歳の 前髪で あるので、 

とかくに その 仲間から^ かれ 勝ちで あるの を、 彼 はふ 

だんから 残念に 思って いた。 その 矢 さきへ、 この 相談 

を 持ち掛けられ たので あるから、 長 三郎は よろこんで 

即座に 承諾した。 彼 はぜ ひ 一緒に 連れて行って くれと 

答える と、 伝 兵衛は 然も こそと 云うよう にうな ずいた _ 

「むむ。 お前なら ばき つ と 承知す るだろう と 思 つ た。 



では、 今夜の 五ッ頃 (午後 八 時) から 出かける 事に し 

よう。 だが 親父 やお ふくろが 承知す るかな」 

「夜学に 行く ことにして 出ます」 

長 三郎は 護国寺 門前まで 漢籍の 夜学に 通う ので ある 

から、 両親の 手前 は その 夜学に ゆく ことにして 怪しい 

蝶の 探索に 出ようと 云う ので ある。 その 相談が 決まつ 

て、 彼 は 威勢よ く 我が家へ 帰った。 

「あなた は ともかくも、 年の 若い 長さん なぞ を 連れ出 

して、 なに かの 間違いが あると 困ります よ」 と、 妻の 

お 富 は 不安そう に 云った。 

「なに、 あいつ は 年が 行かないでも、 なかなか しっか 



人 は 這うよう に 身をかがめて、 畑から 往来へ 忍び 出 

たかと 思う と、 草履の 音 をぬ すんで、 かの 中間 共の あ 

と を 追って 行く らしかった。 それと 同時に、 藤 助の 提 

灯の 火 は 風に 吹き消された のか、 わざと 吹き消し たの 

か、 たちまちに 暗くな つた。 彼 もまた 抜き 足 をして、 

その 黒い 影の あと を 追って 行った。 

一方に こういう 事の ある あいだに、 又 一方に は 目白 

坂 下の 暗い 寺 門前に、 一 一つの 暗い 影が さまよつ ていた _ 

それ は 黒 沼 伝 兵 衛と瓜 生長 三郎 で、 かれら は 昼間の 約 

束 通りに、 白い 蝶の 正体 を 見と どけに 来たので ある。 

長 三郎は 小声で 云った。 



ろしゅう) ございましょう」 

彼 はこう 云い 捨てて、 軽く 会釈した ままで 立ち去つ 

たが、 長三郎 はま だ 其処に たたずん でいた。 

ひょうしぎ 

拍子木の 音 は 坂 を 横ぎ つて、 向う 横町の 方へ だんだ 

んに 遠くなる の を 聞きながら、 長 三郎は 考えた。 藤 助 

の 話に よると、 白い 蝶 は毎晚 ここらに 出る と 限った わ 

けで も 無い と 云う。 それ は 自分 も 覚悟して 来たので あ 

るが、 ここら を毎晚 廻って いる 火の番が そう 云う 以上、 

めったに 姿 を 見せない 蝶 をたず ねて、 いつまでも 寒い 

風の なかに 徘徊して いるの は、 なんだか ばかばかしい 

ように 思われて 来た。 



「いっそ 小父さんに 相談して 来よう か」 

彼 は 引つ 返そうと して、 また 躊躇した。 折角 ここ ま 

で 踏み出して 来ながら、 まだ 碌々 の 探索 もしないで 

きおく 

引つ 返して は 気 怯れ がした ようにで も 思われる かも 知 

れ ない。 長 三郎は 意気地なし であると、 黒 沼の 小 父 さ 

んに 笑われる の も 残念である。 ともかく、 もう 少し 歩 

いてみ た 上の 事 だと、 長 三郎は 思い直して 又 あるき 出 

したが、 闇の なかには 彼の 眼 を さえぎる 物 もなかった。 

まだ 五ッ半 (午後 九 時) を 過ぎまい と 思われる のに、 

ここらの 屋敷町 はみ な 眠って しまった ように 鎮まって 

いた。 唯き こえる の は 風の 音ば かりで ある。 



お 勝 も 玄関に 出て 来た。 かれら も 意外の 報告に おどろ 

かされて、 直ぐに 其の 場へ K け 付ける ことにな つた。 

うち 

主人の ほかに は 男の ない 家で あるから、 お 富と お 勝が 

出て 来た。 

男 ふたりと 女 ふたり、 四つの 提灯の 火 は 夜風に ゆら 

めきながら、 凍った 道 を 急いで 目白 坂 下へ ゆき 着く と 

彼等よりも 先き に 医者が 来て いた。 医者 はもう 蘇生の 

見込み はない と 云った。 

しかし 伝 兵衛の 死因 は 不明であった。 身内に なんの 

疵 らしい もの も 見いだ されず、 さりと て 急病と もお も 

われず、 まことに 不思議の 最期で あると、 医者 も 首 を 



遣わして 〔# 「遣わして」 は 底本で は 「遺 わして 匕 藤 助の 

在 否 を さぐらせ たが、 彼 は ゆうべ から 戻らない と 云う 

ので、 むなしく 引つ 返して 来た。 

「どうもお かしい な」 

とむらい 

長 八 はきょう も それ を 云い 出した。 伝 兵衛の 葬式 を 

済ませた 翌日の 朝で ある。 かの 一件 以来、 寒い 風が 意 

地 悪く 毎日 吹きつ づけて いたので あるが、 けさ は その 

風 も 吹き やんで 俄かに 春めいた 空と なった。 長 八が 自 

慢で 飼って いる 鶯も、 朝から 籠の なかで 啼 いていた。 

「もう 一度、 行って みまし ようか」 と、 長 三郎は 父の 

顔色 をう かがいながら 云 つ た。 



「むむ。 あの 晚 ぎりで、 藤 助の ゆくえが 知れない と 云 

うの は、 どう 考えても おかしい。 あいつ も 殺された の 

力な」 

「さあ」 と、 長三郎 もかん がえ た。 「殺された のでし よ 

うか」 

「殺された かも 知れない ぞ」 

「それならば、 どこから か 死骸が 出そう な ものです が 

…：- J 

「それ もそう だな …… 。 といって、 仔細 もな しに 姿 を 

隠す 箬も あるまい。 係り合い を 恐れた かな」 

黒 沼 伝 兵衛の 横死に ついて、 自分 も その 場に 居 合わ 



せた 関係 上、 なに かの 係り合いに なること を 恐れて 逃 

げ 去つ たかとも 思われる が、 自分 ひとりで なく、 その 

場に は 長 三郎も 立ち会って いたので あるから、 我が身 

に 曇りの ない 申し開き は 出来る 箬 である。 女子供で は 

無し、 分別盛りの 四十 男が それだけの 事で 姿 を 隠そう 

とも 思われな いが、 案外の 小胆 者で 唯 f 途に 恐怖 を感 

じたの かも 知れない。 いずれにしても、 もう 一度 詮議 

して 置く 必要が あると、 長 八 は 思った。 

「では、 行って 見て 来い。 やはり 帰って いないよ うで 

あったら、 近所の 者に も 訊いて みろ。 だが、 よく 気 を 

つけて こちらの 秘密 を 覚られ るな よ」 



てい るんで すが、 まだ 判りません」 

火の番 は いわゆる 番太郎 で、 普通 は 自身番の 隣り に 

住んで 荒物屋な ど を 開いて いるので あるが、 この 町の 

火の番 は露路 のなかに 住んで いた。 藤 助 も 以前 は 表 通 

りに 小さい 店 を 持って いたので あるが、 三年 前に 女房 

に 死に別れて、 店の あきない をす る 者が なくなつ たの 

で、 町内の 人々 の 諒解 を 得て、 店 は 他人に ゆずり 自分 

ぞうよう 

は 露路の 奥に 引っ込んで、 やはり 町内の 雑用 を 勤めて 

いるので あった。 

「藤 助に は 娘が あつたね」 と、 長 三 郎は又 訊いた。 

「お 冬と いう 娘が ございます」 と、 源 蔵 はうな ずいた _ 



きりょ-つ 

「明けて 十五で、 人間 もお となし く、 容貌 も まんざらで 

ほうそう 

な いんです が、 可哀 そうに、 子供の 時に 疱瘡が 眼に 入つ 

たもんで すから、 右の 片眼が 見え なくなって しまい ま 

した」 

「その 娘 も 心配して いるだろう ね」 

みく じ うらな 

「もちろん 心配して、 お 神 籤 を 引いたり、 占いに 見て 

貰ったり してい るんで すが、 どうも はっきりした 事 は 

判らない ようです」 

これ だけ 聞けば、 その上に 詮議の 仕様 もない ように 

思われた が、 ともかくも 藤 助の 家の 様子 を 一 応は 見と 

どけて 帰ろうと 思い直して、 長 三郎は その 案内 をた の 



むと、 源 蔵 は 先き に 立って 自身番に 近い 露路 のなかへ 

はいった。 長 三郎も あとに 付いて、 昼で も 薄暗い よう 

な 露路の 溝板 を 踏んで 行った。 

露路の 入口 は 狭い が、 奥に は 可な りに 広い あき 地が 

かみすきば 

あって、 ここら 特有の 紙 漉 場な ども 見えた。 藤 助の 家 

にも 小さい 庭が あって、 桃の 木が 一本 立って いた。 

「ふうち やん、 居る かえ」 

源 蔵 は 表から 声をかけ たが、 内に は 返事が 無かった _ 

三度つ づけて 呼ぶ うちに、 その 声 を 聞きつ けて、 裏の 

井戸端 からお 冬が 濡れ手 を 前垂れで 拭きながら 出て 来 

た。 



伏した ので、 長三郎 もまた 其の 真似 をして 畑の なかに 

俯伏して いると、 やがて 女 は 幸 之 助 を 突き放して ふた 

足 三 足 あるき 出した。 幸 之 助 は 追い かけて、 女の 襟に 

のど 

手 を かけた。 引き倒そう とする のか、 喉で も 絞めよう 

とする のか、 男と 女 は 無言で 挑み 合って いた。 

俯伏して いた 町人 は 畑の なかから 飛び出して、 飛鳥 

の ごとくに 龃け 寄る と、 それに 驚かされて 一 一 つの 影 は 

たちまち 離れた。 女 は あわてて 逃げ去ろ うとす るの を 

町人 は K け 寄って 押さえよう とすると、 幸 之 助 は 又 そ 

れを さえぎる ように 立ち塞が つ た。 男 ふたりが 互いに 

争って いる あいだに、 女 は 一目散に 逃げ出した。 



「親分。 内です かえ」 

取次ぎ の 子分が 居合わせないで、 吉 五郎 は 長火鉢の 

前から 声をかけた。 

とめ 

r 留 じゃあね え か。 まあ、 あがれ」 

「お 早よう ございます」 

手先の 留吉は あがって 来た。 

「誰もい ねえから 火鉢 は 出せね え。 ずっと こっちへ 来 

て くれ」 と、 吉 五郎 は 相手 を 長火鉢の 向う に 坐ら せて、 

直ぐに 小声で 話し 出した。 「どう だ。 例の件 は …… 」 

「面目が ありません、 このあいだの 晚は どじ を 組んで 

しまって …… 」 と、 留吉は 小鬢 を かいた。 「だが、 親分。 



「さあ、 そこが 難題で ね」 と、 留吉は 再び 小鬢 を かい 

た。 「わつ しの 本 役 は 蝶々 の 一件で、 お 近 や 幸 之 助の 

方 はま あ 枝葉の ような 物なん です が、 不意に こんな 掘 

出し物 をす ると、 ついそつ ちが 面白くな つて …… 。今 

のと ころ じゃあ、 あの ふたりと 蝶々 の 一件と が 結び付 

いている ような、 離れて いるよう な …… 。 親分 はどう 

鑑定し ますね」 

「おれに もま だ 判断が 付かね え」 と、 吉 五郎 はしず か 

に 煙草 をく ゆらせた。 「それから 火の番の 藤 助と いう 

の はどうした。 これ も 帰らね え か」 

「帰って来ません。 こいつ は 確かに 蝶 々に^り 合いが 



「ようがす」 

「手が足りなければ、 誰か 貸して やろう か」 

「さあ」 と、 留吉 はかん がえ た。 「大勢で あらす と 却つ 

ていけね え かも 知れません。 もう 少し 一騎討ちで やつ 

てみ ましょう」 

他人に 功名 を 奪われたくない ような 口振りで、 留吉 

は 早々 に 出て 行った。 吉 五郎 は 又もや 煙管 を 取り上げ 

て、 しずかに 煙り を 吹いて いたが、 やがて 何 をかん が 

えた か、 忙 がしそう に 煙管 を はたいて 立ち あがる と、 

あたかも 表の i 子の あく 音が して、 お 国と 女中が 帰つ 

て 来た。 



呼ばれて 立ち 停まった 侍の 前に、 吉 五郎 は 小 腰 を か 

えしゃく 

がめ て 丁寧に 会釈した。 

「旦那 さま。 御無沙汰 をいた して 居ります」 

「三 河 町の 吉 五郎 か」 と、 侍 は 又 微笑した。 「今の を 見 

たか。 おれ 達 はどう も 憎まれ役で 困る よ」 

侍 は 鯛の 御 納屋に 勤めて いる 今井理 右衛門で あ つ た _ 

自分が 何 をした という 訳で もない が、 自分の ために 若 

い 衆が 身 を 投げた の を、 岡つ 引の 吉 五郎に 見付けられ 

たかと 思う と、 彼 はや や 当惑に 感じた のであろう、 憎 

まれ 役な どと 云い 訳が ましく 云って いるの を、 吉 五郎 

は 軽く 受け流して すぐに 本題に 入った。 



「途中で こんな こと をお 尋ね 申す の も 失礼で) J ざい ま 

すが、 あなた は吉 田の 旦那と 御 懇意で ございま したね」 

「吉田 …… 。 白魚 河岸 か」 

「左様で ござ います。 それで 少々 伺いたい ので ござい 

ますが、 この 吉 田さん は 音 羽の 佐 藤さん という 旗本 を 

御存じで ございま しょうか」 

「音 羽の 佐 藤 …… 」 

「昨年の 秋 ごろ、 長 崎から お帰りに なりました かたで 

…：- J 

「むむ。 佐 藤 孫四郎 どの か。 わたし もちよつ と識 つて 

いるが、 吉田 はよ ほど 懇意に している らしい。 吉 田の 



詮議 を 致さなければ なりません ので …… 。 まして 世間 

へ は龃け 落ちと 見せかけて、 我が家の 近所に うろ 付い 

ている なぞ は、 潔白な 人間のお こないで は 無い ように 

思われ ますので、 ともかくも 取り 押さえようと 致し ま 

すと、 案外に 手 向い を 致します ので、 よん どころ なく 

ぉ緦を かけた ので ございます」 

「ごもっともで …… 。 そこで、 その 藤 助が この 寺の 墓 

地へ 逃げ隠れ たと 仰し やる のです か」 と、 住職 はまた 

き 

H ヽ ち。 

1ー11 口 レ / 

「今 も 申す 通り、 なにぶん 暗い ので 確かな こと は判リ 

ません が、 もしゃと 思いまして …… 」 



「では、 確かに この 寺 内へ 逃げ込んだ というお 見込み 

が 付いた わけで も 無い のですな」 

このと き 納所が 茶と 菓子 を 運んで 来たので、 それ を 

しお 

機に 住職 は 又 あらためて 会釈した。 

「甚だ 勝手で ござります が、 実は 二、 三日 前から 風邪 

で 引き籠って 居ります ので、 わたくし はこれ で 御免 を 

I 豕リ ます。 どうぞ ゆるゆると 御 休息 を 」 

「御 病ち ゆう 御迷惑 を かけて 恐れ入ります、 御 遠慮な 

くお 休みく ださい」 

たがいに 挨拶して、 住職 は 納所と 共に 立ち あがった。 

そのうし ろ 姿 を 見送りながら、 吉 五郎 は 何 か 思案して 



「どうも 飛んだ 事に なって しまった。 幸 之 助の 家出、 

お 北の 家出、 それだけ ならば 又なん とか 内済に する 法 

も あるが、 それが ためにお 勝まで が 自害した とあって 

は、 事が 面倒になる。 黒 沼の 方で はどうい う 処置 を 取 

るか 知らな いが、 どうも 無事に は 済むまい と 思われる _ 

おれ 達 も その 覚悟 をし なければ なるまい ぞ」 

「その 覚悟と 申します と …… 」 と、 お 由 は 不安ら しく 

frt ヽ iy。 

1111 口 レ / 

「おれ も 侍の 端くれ だ。 こうな つたら 仕方がない、 一 

日 も 早くお 北の ありか を 探し出して、 手打ちに して… 

〜。 その 首 を 持って 黒 沼の 家へ 詫びに 行かなければ… 



かど 

〜。 さもないと 家事 不 取締りの 廉で、 おれの 身分に も 

拘わる からな」 と、 長 八 は 溜め息 まじりで 云った。 

さむらいかたぎ 

比較的に 武士気質の 薄い 御 賄 組に 籍を 置いて いても、 

瓜 生長 八、 ともかくも 大小 をた ば さむ 以上、 こういう 

場合に はや はり 武士ら しい 覚悟 を 決めなければ ならな 

かった。 

「それで、 黒 沼の 家 はどうなる でしよう」 と、 お 由 は 

さ 

义 H ヽ ち。 

xy 1ー11 口 レ J/ 

「今度 こそ は 断絶だろう な」 と、 長 八 は 再び 溜め息 を 

ついた。 「先月の 時に も 表向きに すれば むずかし かつ 

たの だが、 伝兵衛 急病と いう ことにして 先ず 繫ぎ 留め 



たの だ。 それ は 組頭 も 知っている。 その 矢 さきへ 又 今 

度の 一 件 だ。 養子 は 家出す る、 家付きの娘 は 自害する。 

それで はどうに も 仕様が あるまい」 

「いっそ 先月の 時に、 おとなり の 家が 潰れて しまった 

ら、 こんな 事に もなら なかった のでし ように …… 」 と、 

お 由 は 愚痴らし く 云った。 

「今更 そんな こと を 云っても 仕方がない。 なにしろ 娘 

が 悪い の だ。 幸 之 助 も 悪い が、 お 北 も 悪い。 つま リは 

リょ うせ 、， ば 、-, 

両成敗で 型 を 付ける より ほかない の だ。 おれ はもう 

覚悟して いる。 おまえ 達 も そのつ もりで いろ」 

お 由 は 無言で 眼 を 拭いた。 長 三郎も 黙って 聴いて い 



しかも 行く先き ざき で 何の 手がかり を も 探り出し 得 

ない ので、 彼 はがつ かりして しまった。 姉 は どこへ も 

立ち 廻った 形跡がない ので ある。 

疲れた 上に、 日 も 暮れ かかった ので、 長三郎 はきよ 

うの 探索 を 本 所で 打ち切る ことにした。 本 所の 家 は 母 

方の 叔母に あたる ので、 そこで 夜食の 馳走に なって、 

六ッ半 (午後 七 時) を 過ぎた 頃に 出て 来たが、 本 所の 

奥から 音 羽まで 登る に は 可な リの 時間 を 費した。 江戸 

巿 中の 地理に 明るくない 彼 は、 正直に 両国 橋 を 渡って、 

神 田 川に 沿って 飯 田 橋に 出て、 更に 江戸川の 堤に 沿う 

おお まがり 

て大 曲から 江戸川 橋に さしかか つたの は、 もう 五ッ 



(午後 八 時) を 過ぎて いた。 

なま 

雨催いの 空 は 低く 垂れて、 生 あたたかい 風が 吹く。 

本 所で 借りて 来た 提灯 をた よりに、 暗い 夜道 を 足早に 

たどって、 今や 橋の 中 ほどまで 渡り 越えた とき、 長 三 

郎は 俄かに 立ち 停まった。 自分の ゆく 先き に 白い 蝶が 

飛んで いるよう に 見えた からで ある。 はっと 思って 再 

び 見定めよう とすると、 その 白い 影 はもう 消え失せて 

いた。 

「心の 迷い か」 と、 長 三郎は 独りで 笑った。 

蝶の 影 は 彼の 迷いであった かも 知れない が、 さらに 

一 つの 黒い 影が 彼の 眼の さきに あらわれた。 水明 かり 



も あるよう に、 長 三郎の 注意 を ひいた。 

「おまえ は 片足が 跣 足 だな。 草履 を どうした」 

お 冬 は 黙って いた。 

先日、 水引 屋の 職人と 一 緒に 藤 助の 家 をたず ねた 時 

にも、 お 冬 は 始終 無言で あつたが、 今夜 もや はり 無言 

をつ づけて いるので、 長三郎 はすこし く i れた。 

「え、 なぜ 返事 を しないの だ。 おまえ は 何 か 悪い こと 

でもした のか」 

長 三郎は その 腕 をつ かんで 軽く 揺り動か すと、 お 冬 

は 地に 坐 つ たままで 男の 手 さき をし つ かりと 握った。 

前髪 立ちと はいいながら、 長 三郎も 十五 歳で ある。 



殊に 今の 人間と は 違って、 その 時代の 人 はすべ て 早熟 

である。 若い 女に、 自分の 手 を 強く 握られて、 長三郎 

ま C 

の頰 はおの ずと 熱る ように 感じられた。 

彼 は その 手 を 振り払い もせずに 暫く 躊躇して いると、 

お 冬 はいよ いよ 摺リ 寄って ささやいた。 

「若旦那 …… 。 あなた こそ 何処へ お出ででした」 

今度 は 長 三郎の 方が 黙って しまった。 

「あなた は 誰か を 探して 歩いて いるん じ や ございませ 

んか」 

星 を さされて、 長三郎 はなんだ か 薄気味悪 くもなつ 

た。 



お-つむ 

自分の 返事 を 鸚鵡 〔# ルビの 「おうむ」 は 底本で は 「お 

おむ 匕 返しに して、 冷やかに 笑って いるよう な 岡つ 引 

の 態度 を、 長 三郎は 小面が 憎い ように も 思った。 彼 は 

何 を か 見付けた に 相違ない。 そうして、 意地 わるく 秘 

している ので ある。 秘 される ほど 聞きたがる のが 人情 

であるのに、 まして 今の 場合、 長三郎 はあくまで も そ 

いまいま こら 

の 秘密 を 探り 知りたい ので、 忌々 しいの を 堪えながら 

さ 

おとなしく 訊いた。 

「おまえ は 何 か 見たら しい。 見たなら 見た と 云って 正 

直に 教えて くれ。 わたし も あの 蝶々 について 詮議 をし 

ている の だから ：••： 」 



自由に 身動き もなら ねえ。 あした は 駕籠に 乗って 骨つ 

ぎの 医者へ 行って、 よく 診て 貰わな けリゃ あなら ねえ」 

な つ しょ 

寺の 納所た ちへ 聞こえよ がしに、 彼 はこん な こと を 

云って、 わざと 苦しそう に 顔をしかめ ていた。 

よぎ 

そこに 寝床 を 敷いて もらって、 彼 は 頭から 衾 を 引つ 

かぶって しまったが、 自分に は 大事の 役目の ある こと 

を 承知して いるので、 今夜 は 眠らない 覚悟 をき めて、 

しずかに 夜の 更ける の を 待って いると、 目白 不動の 四 

ッ (午後 十 時) の 鐘 を 聞いて、 寺 内 も ひ つ そりと 鎮ま つ 

た。 

留吉 はこの あいだ からこの あたり を 徘徊して、 附近 



のか 知らね えが、 橋の 上で 若い 侍と 話して いて、 おれ 

の 足音 を 聞きつ ける と 直ぐに また 逃げて しま つた」 

「その 寺 は 1? 者です」 

「その 侍 は 御 賄 組の 瓜 生長 三郎 …… 。 このごろ 家出 を 

あと 

したお 北と いう 娘の 弟 だ。 いや、 それ はま あ 後の こと 

にして、 おれが その 侍と 話して いるう ちに、 一 つの 白 

い 蝶々 が ひらひらと 舞い あがった」 

「ふうむ。 白い 蝶々 が 又 出ました かえ」 と、 留吉も 眼 

をみ はった。 

かんてい 

「おれの 鑑定で は、 お 冬の 抉から 地面に 一 旦 落ちた の 

を、 強い 風に 吹き あげられて …… 。 まあ、 そう 思うよ 



あった。 

「そうか も 知れません ね」 と、 留吉 もうなず いた。 「さ 

もな けり や あ、 寒い 時節に 蝶々 の 飛び出す 害が ありま 

せんから ね」 

「そこで、 その 蝶々 がどうして 飛ぶ か …… 。 栴ぇ物 を 

飛ばせる 以上、 誰か 糸 を 引く 奴が なけり や あなら ねえ。 

おれが だんだん 調べて みると、 その 蝶々 が 飛び出す の 

は 風の 吹く 晚に 限って いるら しい。 そうなる と、 いよ 

いよ 怪しい。 といって、 小さい 蝶々 を 飛ばせる に は、 

からく リ 

どんな 糸 を 使う のか、 それとも 何 かの 機関 仕掛けに で 

もな つてい るの か。 おれ は 上野の 烏 W から 考えて、 



多分 この 菅糸を 使 うんだ ろうと 鑑定して いた。 おめえ 

も 知ってい るだろう。 花 どきに なると、 上野 じゃあ 菅 

糸の 砜を 売って いる。 薄 黒い から 烏 風と いうの だ。 あ 

ノ J くぼ そ 

の 風 は 紙が 薄い 上に、 糸が 極細の 菅糸 だから 風の ない 

日で もよ く あがる。 今度の 蝶々 にも 菅糸 をつ けて、 風 

の 吹く 晚に 飛ばせ るんだろう。 そうして、 暗い 晚を 

狙って やり や あ 自分の 姿 はみ えね え、 蝶々 だけが 光る 

てづま 

…… 。 まあ、 こんな 手妻 だろうと 思って いた。 ところ 

が 案の 通り、 ゆうべの 蝶々 には菅 糸が 付いていた。 お 

めえ も 寺の 庭で 菅糸を 拾った。 万事が 符合す る 以上 は、 

もう 間違い は あるめえ。 蝶々 の 正体 は 大抵 判った と 云 



たので ございます。 お 冬 は ともあれ、 このあいだから 

行く え 知れずに な つ ている 藤 助が この辺に うろ 付いて 

いて、 往来な かで 娘と 立ち話 をして いるの は 何だか 変 

だと 思い ましたが、 その 時 は それぎ りに して 帰って ま 

うち 

いりました。 そこで、 念のために 今朝 ほどお 冬の 家へ 

行って みます と、 お 冬 は 留守で ございました。 もちろ 

ん、 藤 助の すがた も 見えず、 家 はがら 明きに なって 居 

リ ました」 

「それ は 宵の ことかえ」 

「左様で ございます。 まだ 五ッ (午後 八 時) に はなら 

ない 頃で ございました」 



「へえ」 

「いや、 大きに 御苦労。 この 後 も 何 か 気の ついた こと 

が あつ たら 教えて くんね え」 

「かしこまりました」 

源 蔵 は ほっとし たように 立ち去った。 それ を 見送つ 

て、 吉 五郎 は 子分に ささやいた。 

「正直そう な 奴 だな」 

「小 博奕ぐ らい は 打つ でしよう が、 人間 は 正直者です 

よ」 と、 兼 松 は 答えた。 「そこで、 親分。 今の 話の 様子 

じゃあ、 ゆうべ 此の辺で 人間の 死骸 を 運んだ 奴が ある 

らし ゆう) /ざん すね」 



当に 小遣い も 貰って いたん じゃあね え か。 よん どころ 

なく 頼まれた と は 云いながら、 その 死骸 を 捨てる 役 を 

ごしょう 

引き受け ちゃ あ、 あんまり 後生が よく あるめえ ぜ」 

「なんと 云われても、 そんな 覚え はねえ よ」 と、 鉄 造 

は 再び 声 を 尖らせた。 

「そう 喧嘩腰に なつち や あいけ ねえ。 おた がいに 仲よ 

く 一 杯 飲みながら 話そうと 思って いるんだ」 

あたかも 女中が 膳 を 運んで 来たので、 話 はしば らく 

途切れた。 女中に 酌 を させて 一杯ず つ 飲んだ 後に、 ふ 

たり は 再び 差しむ かいに なった。 

ま * た 、しょ 

「目白 坂 下の 寺 は、 おめえ の 屋敷の 菩提 所 かえ」 と、 



長三郎 はまず 小 松 川と 小 梅の 縁者 をたず ねる と、 ど 

こに も 姉の すがた は 見えなかった。 かえって 先方で は 

寝 耳に 水の 家出 沙汰に おどろかされて、 長三郎 にむ 

かって 前後の 事情な ど を 詳しく 詮議した。 それらの た 

めに 案外に 暇取って、 小 梅 を 出た の は、 もう 七ッ (午 

後 四時) を 過ぎた 頃であった。 

旧暦の 二月な かばで あるから、 春の 彼岸 ももう 近づ 

いて、 寺の 多い 小 梅の あたり は 彼岸 参りの 人 を 待つ か 

のように 何となく 賑わって いた。 寺 門前の 花屋の 店 さ 

しきみ 

きに も榕 がた くさん 積んで あった。 それ を 横 眼に 見 

ながら、 長 三郎は 綾瀬 村の 方角 を さして 堤 下 を 急いで 



千 人の 眼 を おどろかせれば、 いかなる 心願 も 成就す 

ると 云う ので ござります。 われわれの 仏道から 見ます 

れば、 もとより 一種の 邪法に 相違 ござりません が、 妹 

は 深く それ を 信仰し まして、 江戸へ 帰りまして から 其 

の 邪法 を 行なって 居りました。 その 心願 はお のれが 過 

去の 罪 を 人に 覚られ ず、 黒 沼 幸 之 助と 末長く 添い遂げ 

あ 力 

ら るるよう、 併せて その 邪魔になる 佐 藤 孫 四 郎の命 を 

縮める よう …… 詰まり は 恋に 眼が 眩んで、 白 蝶の 邪法 

を 行なう ことにな つたので 〔# 「なった ので」 は 底本で は 

「なった の 匕 ござります。 佐 藤に も 罪 はあり ますが、 多 

年の 馴染と いい、 殊に 長 崎 以来、 自分 を 隠 まって くれ 



まで も不 得心なら ば、 ^釈が 阿修羅の 眷族 を ほろぼ 

したと 同じ 意味で、 兄が 手ず から 成敗す るから そう 思 

えと、 怒りの 眼に 涙 をう かべて 云い 聞かせた。 その 決 

心の 色が 凄まじい ので、 お 近 も 一旦 は 得心して、 あし 

たは 兄に 連れられて 奉行所へ 自首して 出る と 答えた。 

それでも まだ 不安で あるので、 祐道は 妹に むかって、 

そ の 覚悟が 決ま つた 以上 はふた たび 佐 藤 の 屋敷 へ 帰る 

な、 今夜 はこの 寺へ 泊まって 行けと 命令す ると、 お 近 

は 承知して 泊まった が、 果たして 夜な かに そっと 抜け 

出そうと したので、 大か たそんな 事で あろうと 内々 警 

戒 していた 祐道 は、 すぐに 追い かけて 庭 さきで 取り 押 



底本： 「時代 推理小説 半 七 捕物帳 (六)」 光文社 文庫、 

光文社 

1986 (昭和 S) 年 S 月^日 初版 ー 刷 発行 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 .. 

校正 ： おのしげ ひこ 

2 000 年 2 月^日 公開 

2004 年 3 月 1 日^-正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



